
中学１年／SG・本科 教科／科目 時間数 3時間／週

時期

単元名

単元の
概要

A3 B3 C3：Creative
生物の名称や基本的な特
徴、分類に関する用語を
正しく答えることができ
る。

複数の生物の観察結果や
資料を比較・統合し、分類
の根拠を明確にした上
で、図・表・発表など適切
な方法でわかりやすく説
明できる。

独自の分類視点（例：生活
様式・人との関わりなど）
や新たな仮説を設定し、
根拠をもとに議論・提案で
きる。

A2 B2 C2:Critical
生物の特徴や分類の基
準（共通点・相違点）に
ついて、その意味や仕
組みを説明できる。

観察結果を整理・解釈
し、共通点や相違点に
基づいて分類の理由を
根拠をもとに説明でき
る。

自分の分類方法や観察
の妥当性を振り返り、根
拠をもとに課題点や改
善点（観察方法・分類基
準など）を指摘できる。

A1 B1 C1:Logical
生物の名称や基本的な
特徴、分類に関する用
語を正しく答えることが
できる。

観察した内容と既習知
識を関連付けて、生物
の特徴や違いについて
説明できる。

観察データや事実に基
づき、共通点・相違点を
整理して論理的に分類・
考察できる。

基礎 応用 思考力

〈留意点・評価〉
成績算出方法
・各学期の評価→AB列評価（50点）＋C列評価（50点）を10段階評価
・学年末の評価→(1学期評価/4)+(2学期評価/4)+ (3学期評価/2)を5段
階評価
＊AB列評価に入るもの：小テスト，定期試験のAB列問題，授業プリント等で
AB列評価としたもの
＊C列評価に入るもの：定期試験のC列問題，授業プリント等でC列評価とし
たもの

身のまわりに生息する生物を観察し、その種類や特徴を調べ比較することを通して、生物を共通
点や相違点により分類する方法や生物の観察方法を学ぶ。

評価規準 単元内容
【身近な生物を観察して特徴を挙げ、生物の分類を行う。】
・身近な環境にはどのような生物がいるだろうか。
・生物を観察するとき、どのような特徴に注目して、どのような方法で観
察すればよいだろうか。
【観察】
ルーペ・顕微鏡の基礎操作、スケッチ・レポート作成

新編 新しい科学 1（東京書籍）
改訂版 フォトサイエンス生物図録（数
研出版）
中学の理科 分野別問題集 2分野（教
育開発出版）

課題予定
詳細は授業で説明
・夏季休業中課題→2学期始業式提出
・冬季休業中課題（レポート形式を予定）→3学期始業式提出

令和８年度　サレジアン国際学園中学校

学年／コース 理科

1学期

単元１　いろいろな生物とその共通点 使用教材





中学１年／SG・本科 教科／科目 時間数 3時間／週

時期

単元名

単元の
概要

A3 B3 C3：Creative
物質の性質（密度・溶解
性・沸点など）、気体の性
質、溶解の仕組み、状態
変化の特徴を関連付けて
整理し、条件の違いと結
び付けて筋道立てて説明
できる。

複数の実験結果（性質調
査・気体判別・溶解・状態
変化）を比較・統合し、グ
ラフや表・図などを用い
て、条件との関係を明確
にしながら適切に説明・発
表できる。

物質の性質や変化に関し
て、新しい視点（例：日常
生活との関連、条件の工
夫など）や仮説を立て、根
拠をもとに説明・議論・提
案できる。

A2 B2 C2:Critical
物質の性質や気体の見
分け方、溶け方、状態変
化の仕組みについて、
それぞれの意味や原理
を説明できる。

実験結果を整理・解釈
し、物質の違いや変化
の理由を根拠（データや
観察結果）に基づいて
説明できる。

実験方法や結果の妥当
性を検討し、測定条件
や誤差、手順の改善点
について根拠をもとに
指摘できる。

A1 B1 C1:Logical
基本的な用語（例：溶
解、飽和、気体の性質、
状態変化など）や事実を
正しく答えることができ
る。

観察・実験結果と既習
知識を関連付けて、物
質の性質や変化につい
て説明できる。

実験データや観察事実
をもとに、物質の性質や
変化（溶解・状態変化な
ど）について論理的に考
察できる。

基礎 応用 思考力

令和８年度　サレジアン国際学園中学校

学年／コース 理科

1学期～2学期

使用教材単元２　身のまわりの物質 

評価規準 単元内容
・ガスバーナー等の実験器具の扱い方を学ぶ。
・金属やプラスチックなど、身の回りにある固体の物質の性質を実験で
確かめる。
・気体の性質と集め方を実験を通して学ぶ。
・濃度の計算や溶解度のグラフを書くことで、水溶液の性質を理解す
る。

①身のまわりの物質の性質を調べる。 ②目に見えない気体を区別する。③物質が水にとけるよう
すについて、調べる。④温度を変えたときの物質の状態の変化を調べる。

新編 新しい科学 1（東京書籍）
改訂版 フォトサイエンス化学図録（数
研出版）
中学の理科 分野別問題集 1分野（教
育開発出版）

課題予定
詳細は授業で説明
・夏季休業中課題→2学期始業式提出
・冬季休業中課題（レポート形式を予定）→3学期始業式提出

〈留意点・評価〉
成績算出方法
・各学期の評価→AB列評価（50点）＋C列評価（50点）を10段階評価
・学年末の評価→(1学期評価/4)+(2学期評価/4)+ (3学期評価/2)を5段
階評価
＊AB列評価に入るもの：小テスト，定期試験のAB列問題，授業プリント等で
AB列評価としたもの
＊C列評価に入るもの：定期試験のC列問題，授業プリント等でC列評価とし
たもの





中学１年／SG・本科 教科／科目 時間数 3時間／週

時期

単元名

単元の
概要

A3 B3 C3：Creative
光・音・力に関する性質や
規則性（直進・反射、音の
伝わり方、力の働きなど）
を関連付けて整理し、現
象と結び付けて筋道立て
て説明できる。

複数の観察・実験結果
（光・音・力）を比較・統合
し、図・グラフ・モデルなど
を用いて、条件との関係
を明確にしながら適切に
説明・発表できる。

光・音・力に関する現象に
ついて、新たな視点（例：
日常生活での応用や条件
の工夫）や仮説を立て、根
拠をもとに議論・提案でき
る。

A2 B2 C2:Critical
光の進み方や見え方、
音の伝わり方や違い、
力の働きについて、それ
ぞれの意味や仕組みを
説明できる。

実験や観察の結果を整
理・解釈し、光・音・力の
性質や違いについて、
根拠（データや事実）を
もとに説明できる。

実験方法や結果の妥当
性を検討し、条件設定
や測定方法の課題・改
善点を根拠をもとに指
摘できる。

A1 B1 C1:Logical
基本的な用語（反射、振
動、力、作用など）や事
実を正しく答えることが
できる。

観察・実験結果と既習
知識を関連付けて、光・
音・力の特徴について
説明できる。

観察データや事実をも
とに、光・音・力の現象に
ついて根拠を示して論
理的に考察できる。

基礎 応用 思考力

評価規準 単元内容
・光の進み方、凸レンズのはたらきを学び、実験で確認する。
・音の大小と高低による振動の仕方を比較する。
・様々な力をさがし、ばねの実験と計算を通して力のはたらきを学ぶ。

令和８年度　サレジアン国際学園中学校

2学期

学年／コース 理科

①光の進み方や物の見え方の決まりを調べる。②音の伝わり方や音のちがいを調べる。③身の回
りの現象と力のかかわりを調べる。

単元３　身のまわりの現象 使用教材

新編 新しい科学 1（東京書籍）
改訂版 フォトサイエンス物理図録（数
研出版）
中学の理科 分野別問題集 1分野（教
育開発出版）

詳細は授業で説明
・夏季休業中課題→2学期始業式提出
・冬季休業中課題（レポート形式を予定）→3学期始業式提出

〈留意点・評価〉
成績算出方法
・各学期の評価→AB列評価（50点）＋C列評価（50点）を10段階評価
・学年末の評価→(1学期評価/4)+(2学期評価/4)+ (3学期評価/2)を5段
階評価
＊AB列評価に入るもの：小テスト，定期試験のAB列問題，授業プリント等で
AB列評価としたもの
＊C列評価に入るもの：定期試験のC列問題，授業プリント等でC列評価とし
たもの

課題予定





中学１年／SG・本科 教科／科目 時間数 3時間／週

時期

単元名

単元の
概要

A3 B3 C3：Creative
火山活動・地震・地層や化
石に関する知識を関連付
け、地球内部の働きや大
地の変化と結び付けて、
筋道立てて説明できる。

複数の資料や観察結果
（火山・地震・地層・化石）
を比較・統合し、時間的変
化や因果関係を踏まえ
て、図・表・モデルなどを用
いて適切に説明・発表で
きる。

火山・地震・地層に関する
知識をもとに、新たな視点
（防災・地域の地形の成り
立ちなど）や仮説を立て、
根拠をもとに議論・提案で
きる。

A2 B2 C2:Critical
火山の噴出物や地形、
地震の原因と影響、地
層や化石の成り立ちに
ついて、それぞれの意
味や仕組みを説明でき
る。

観察結果や資料をもと
に、火山活動や地震の
影響、地層や化石から
読み取れる情報を整理
し、根拠をもとに説明で
きる。

資料の解釈や考察の妥
当性を検討し、証拠の
不足や別の可能性、調
査方法の改善点を根拠
をもとに指摘できる。

A1 B1 C1:Logical
基本的な用語（火山灰、
マグマ、震源、地層、化
石など）や事実を正しく
答えることができる。

知識と観察・資料を関
連付けて、大地の変化
や特徴について説明で
きる。

地層や化石、観測デー
タなどの事実をもとに、
大地の変化や歴史につ
いて論理的に考察でき
る。

基礎 応用 思考力

評価規準 単元内容

3学期

理科

令和８年度　サレジアン国際学園中学校

学年／コース

①火山活動が大地に何をもたらすのか調べる。②地震の原因とその影響について学ぶ。③地層や
化石から、大地の歴史を考える。

単元４　大地の変化 使用教材

新編 新しい科学 1（東京書籍）
改訂版 フォトサイエンス地学図録（数
研出版）
中学の理科 分野別問題集 2分野（教
育開発出版）

詳細は授業で説明
・夏季休業中課題→2学期始業式提出
・冬季休業中課題（レポート形式を予定）→3学期始業式提出

〈留意点・評価〉
成績算出方法
・各学期の評価→AB列評価（50点）＋C列評価（50点）を10段階評価
・学年末の評価→(1学期評価/4)+(2学期評価/4)+ (3学期評価/2)を5段
階評価
＊AB列評価に入るもの：小テスト，定期試験のAB列問題，授業プリント等で
AB列評価としたもの
＊C列評価に入るもの：定期試験のC列問題，授業プリント等でC列評価とし
たもの

課題予定

【身近な生物を観察して特徴を挙げ、生物の分類を行う。】
・身近な環境にはどのような生物がいるだろうか。
・生物を観察するとき、どのような特徴に注目して、どのような方法で観
察すればよいだろうか。
【観察】
ルーペ・顕微鏡の基礎操作、スケッチ・レポート作成




